
【平成２７年度　一般会計　最終予算　１４７億８，６４６万円】

○自主財源･･･市が自主的に調達で
きる収入

○依存財源･･･国、県から交付される
財源や地方債のこと

○地方交付税･･･全国すべての市町

村が等しく行政サービスを提供できる

よう国から交付されるもの

○地方債･･･市が財政上必要とする資
金を外部から借入れるもの

○国庫･県支出金･･･特定の事業に対
する国･県からの補助金

○繰入金･･･これまで積み立てた基金
などから繰り入れる財源

◆神埼市の財政事情を公表します◆
市では、市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政状況がどのような状

況にあるのかをお知らせするため、財政事情を公表しています。
今回は、平成２７年度最終予算の状況をお知らせします。

自主財源

28.6%

依存財源

71.4%

使用料･手数料

２億５,５２７万円

繰入金

５,８５０万２千円

繰越金

２億６,８６３万円

寄附金、財産・諸収

入 ３億９９５万９千円

各種交付金

６億３,８９７万円

地方譲与税

１億３,７００万１千円

県支出金

１３億４,８４３万３千円

国庫支出金

２１億４,３５６万１千円

分担金･負担金

１億９,２６１万６千円

地方税

３１億４,１１０万９千円

地方債

１０億４,２６０万円

地方交付税

５２億４,９８０万５千円

歳入

議会費

１億８,７８６万７千円

農林水産業費

１８億４,４９９万円

民生費

４８億６,５８３万８千円

総務費

１７億４,０６９万７千円

衛生費

１０億１,２７３万８千円
労働・商工費

２億２９３万６千円

公債費

２２億２４２万６千円

教育費

１２億１,５８０万３千円

消防費

５億８,０４１万７千円

土木費

８億９,１１６万４千円

災害復旧費

２,０４３万５千円

その他

２,１１４万５千円 ○総務費･･･行政運営に係る全般
的な事務などの経費

○民生費･･･障がい者や高齢者等
の福祉の充実、子育て支援など
の経費

○衛生費･･･環境保全、疾病予防、
健康増進などの経費

○農林水産業費･･･農林水産業

の振興や農道･林道の整備などに

係る経費

○土木費･･･道路や河川、公園な
どの社会資本整備のための経費

【歳入】
27年度の歳入最終予算は、147億8,646万円と前年度と比較して

やや減少しました。自主財源が28.6％に対し依存財源は71.4％で

あり、神埼市の行政サービスの多くは地方交付税や国・県支出金

などによる依存財源で支出されている状況です。中でも、地方交付

税が35.5％、国庫支出金が14.4％で歳入全体の約5割を占める構

成となっております。

今後、平成28年度より地方交付税が減少するなど、厳しい財政

状況が予想されます。自主財源の更なる確保と合わせ、歳入に見

合った歳出規模を基本とすることが重要になります。

【歳出】
民生費と衛生費において歳出予算全体の約4割を占め

ており、少子高齢者化や医療費の増加といった課題に
対応するための予算が反映されています。また、教育費
においては、神埼市中央公民館の改修工事や教育ＩＣＴ
機器の整備が終了したことにより大幅に減少しています。
全体として昨年度よりやや少ない予算規模となりました
が、今後も限られた財源の更なる有効活用を行うために
も、事業の「選択と集中」に努めていきます。

歳出
目的別
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◆性質別経費･･･目的別とは、市の各種経費を行政目的別に分類したものです。

【特別会計最終予算の状況】
（単位：千円）

（単位：千円）

　　

平成２７年度最終予算後の基金残高は約５９億６０００万円です。市民一人当たり約１８万円となります。 （単位：千円）

424,723

5,665,919

合　　　計

22,078,936

21,171,739

△ 907,197

457,233

5,960,397

Ｈ２６末残高

2,362,654

598,772

2,279,770

5,241,196

69,489

355,214

20

合　　　　　計

Ｈ２７末残高
見込

2,533,905

600,884

2,368,375

5,503,164

74,434

382,773

26

内　　　　　容

長期的な財源調整を行うための基金

市債償還に必要な財源を確保するための基金

地域振興等特定の目的のために積立てる基金

国民健康保険事業の財源調整を行うための基金

減債基金

小　　　計

一
般
会
計

特
別
会
計

下水道事業基金

小　　　計

簡易水道基金

下水道事業の健全な運営に資するための基金

簡易水道事業の健全な運営に資するための基金

財政調整基金

国民健康保険財政調整基金

Ｈ２７末残高見込

区　　　　分 ２７年度最終予算額

Ｈ２６末残高

下水道事業特別会計 簡易水道特別会計

6,300

○地方債（借金）の状況

会　　　　　計　　　　　別

国民健康保険診療所特別会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道特別会計

下水道事業特別会計

増減額

特定目的基金

１１億２５１万１千円

○基金（貯金）の状況

17,533

23,015

△ 989,541

5,812,457

5,889,536

77,079

6,083

△ 217 5,482

国民健康保険事業特別会計

３５３万６千円

３億７，９６１万９千円

９，０１２万８千円

４５億９６８万３千円

診療所会計一般会計

16,242,646

15,253,105

平成２７年度最終予算後の市債残高は約２１１億７，２００万円です。市民一人当たり約６６万円となります。
※市債残高には、合併特例事業債や過疎対策事業債など地方交付税で後年度財源措置される分が約６割見込まれ、実質的な
市の負担は約４割となります。今後も有効かつ効果的な地方債（市債）を活用した財政運営に努めていきます。

義務的経費

49.1％
その他経費

39.0％

投資的経費

11.9％

人件費

２２億５,０７１万５千円

投資及び出資金・貸付金

３,２００万円

繰出金

１５億１,８７９万９千円

積立金

２億９,３７５万４千円

補助費

２３億７,７０９万４千円

維持補修費

６,２９６万６千円

災害復旧事業費

２,０４３万５千円

普通建設事業費

１７億４,３０６万１千円

公債費

２２億２４２万６千円

物件費

１４億５,１１４万７千円

予備費

２,０００万円
○義務的経費･･･支出が義務づけられ毎年支出しなく

てはならない経費

○投資的経費･･･道路、学校、公共施設の建設や大規

模改修など社会資本の整備に要する経費

○扶助費･･･社会保障制度の一環として生活困窮者や

身体障がい者などにその生活を維持するために支出

される経費

○補助費等･･･市から他の地方公共団体に対して、行

政上の目的により交付される経費

特別会計とは、特定の収入（国民健康保険税や下水道
使用料）で事業の支出が賄われている会計で、２７年度末
現在で５会計あります。

なお、下水道事業特別会計には公共下水道事業のほか
に農業集落排水事業、特定地域生活排水事業が含まれ
ており、長期計画の下、各事業が進められています。

【分析】
「義務的経費」が対前年度比4.1％の増加、「投資的

経費」が対前年度比△23.6％の減少となり、総額147億
8,646万円の予算規模となりました。扶助費は、障がい
者サービスや子育て支援施策などの推進により増加
傾向にあります。補助費については、農地中間管理事
業の推進のための補助金が大幅に増加したことにより
増加しました。また、道路橋梁や各施設の老朽化対策
などにかかる費用も今後増加することが見込まれま
す。

歳出
性質別

扶助費

２８億１,４０５万９千円



　神埼市は、旧神埼町、旧千代田町及び旧脊振村が平成18年3月20日に合併し、平成28年度で10年目
を迎えました。
　現在、神埼市は、「市町村の合併の特例に関する法律」に基づき、合併特例事業債の発行が可能で
あったり、地方交付税が多く交付されております。このような財政措置は、合併後10ヵ年間の優遇措置と
なっており、神埼市においては平成27年度までで終了します。
　平成27年度に神埼市が受けた普通交付税額約46億2千万円に対しての優遇措置額は約7億2千万円
で、この優遇措置額は、今年度から5ヵ年をかけて段階的に減額されることになります（図参照）。
　なお、現在、国において合併団体の行政経費の実情を把握した上で、普通交付税の加算見直しが
行われているため、優遇措置分は減少するものの、交付税全体の減少幅はやや緩やかになる可能性が
あります。
　このように、厳しい財政状況が予想される中、将来を見据えた財政運営を図っていくためにも、事業見直
し等による「選択と集中」のバランスを図り、収入に見合った支出規模を基本とするうえで、更なる行財政
改革による「効率性」と「経済性」を高めながら財政の健全化、行政サービスの向上に努めてまいります。

◆平成27年度一般会計の主な事業

平成２７年度一般会計の主な事業

平成２８年度から地方交付税が減少していきます
～　事業の「選択と集中」を図り、「効率性」・「経済性」のある行政サービスに努めます　～

【総務企画部】

･中心市街地拠点整備事業

（門前町広場実施設計測量業務委託） 963万円

･さが段階チャレンジ交付金事業 1,372万円

･歴史文化遺産を活かしたまちづくり事業 738万円

・脊振庁舎等建設事業（国の経済対策含む） 1,007万円

【市民福祉部】

･私立・管外保育所運営事業費 7億1,482万円

･生活困窮者自立支援事業 1,467万円

・障害者自立支援給付費（介護・訓練等） 5億9,849万円

･元気かんざき健康推進事業 107万円

･年金生活者等支援臨時福祉給付費 1億 771万円

【産業建設部】

・施設園芸等被害対策事業 522万円

･農業基盤整備促進事業 4億7,979万円

･小規模農業用施設整備事業 6,000万円

･神埼市南部工業団地造成事業 2,719万円

･企業誘致条例補助金 1,943万円

【教育委員会】

･神埼市小中学校英語教育推進事業 2,553万円

･神埼市内小中学校国際交流事業 172万円

･小中学校校舎改修事業（防災機能強化） 1億8,646万円

･神埼市サマーキャンプ事業 76万円

･登録有形文化財「福成歯科医院（旧古賀銀行
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地方交付税優遇措置の推移イメージ

7億2千万円

5億1千万円

3億6千万円

6億5千万円

2億2千万円

7千万円

※このグラフは、平成27年度の地方交付税を
ベースに優遇措置分のみを考慮したもので
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